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♦小児がん征圧事業――31団体に♦ ♦海外難民救援事業――25団体へ♦
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 毎日新聞社会事業団が、毎日新聞紙面との連動で
1979（昭和54）年から「飢餓・貧困・難民救済キャ
ンペーン」として始めた海外難民救援事業は、2017
年で39年目を迎えた。今回は、「東南アジアの零細
金採掘」をテーマに、７月下旬から９月上旬にかけ
て、大阪本社の記者とカメラマンがフィリピン、カ
ンボジアで零細小規模金採掘現場で働く子どもたち
の窮状を取材し「輝き探す闇」と題して連載した。
　その姿を知った読者から浄財が寄せられ、西部社
会事業団は東京、大阪両事業団とともに、国際機関
の日本ユニセフ協会や国連ＵＮＨＣＲ協会、「ペシ
ャワール会」「ロシナンテス」をはじめとするＮＧ
Ｏなど25団体に総額810万円を届けた。当初からの
救援金の総額は16億2273万8344円になった。
　海外救援金の配分先は以下の通り。

　日本ユニセフ協会▽NHCR協会▽国連世界食糧計画
WFP協会▽国境なき医師団▽AMDA▽シェア(国際保健
協力市民の会) ▽JEN▽シャンティ国際ボランティ
ア会▽AAR(難民を助ける会) ▽ＪＶＣ（日本国際ボ
ランティアセンター）▽ピースウィンズ・ジャパン
▽ワールド・ビジョン・ジャパン▽難民支援協会▽
マハムニ母子寮関西連絡所▽シエラレオネフレンズ
▽ネパール・ヨードを支える会▽NGOﾈﾊﾟｰﾙ震災ﾌﾟﾘﾀ
ﾑ実行委員会▽アジア協会・アジア友の会▽ﾗﾘｸﾞﾗｽ･
ｼﾞｬﾊﾟﾝ▽日本ＩＬＯ協議会Ｂan Toxics▽EDAYA▽チ
ャイルド・ファンド・ジャパン▽ペシャワール会▽
ロシナンテス　　　　　　　　計　25団体810万円

22次までの贈呈総額は３億 2880 万円となった。募金の配
分団体は以下の通り。
　がんの子供を守る会（含むスマートムンストン）▽難病のこ
ども支援全国ネットワーク▽スマイルオブキッズ▽ファミリーハ
ウス▽メイク・ア・ウィッシュ　オブ　ジャパン▽白血病研究基
金を育てる会▽そらぷちキッズキャンプ▽パンダハウスを育てる
会▽小児脳腫瘍の会▽アジア・チャイルドケア・リ▽ーグ▽ゴー
ルドリボン・ネットワーク▽チャイルド・ケモ・ハウス▽日本ク
リニクラウン協会▽近畿小児血液・がん研究会▽京都大学医学部
附属病院小児科ボランティアグループ「にこにこトマト」▽京都
ファミリーハウス▽あいち骨髄バンクを支援する会▽守口ぶどう
のいえ▽こどものホスピスプロジェクトTSURUMIこどもﾎｽﾋﾟｽ▽
Japan Hair Donation & Charity▽しぶたね▽ぷくぷくばるーん
【西部管内】
NPO法人にこスマ九州▽レモネードスタンドinふくおか実行委員
会▽久留米大学病院親の会「木曜会」▽九州大学小児医療センタ
ー親の会「すまいる」▽九州がんセンター小児科親の会「大きな
木」▽九州がんセンター「心の結」▽たんぽぽハウス（熊本）▽
宮崎ファミリーハウス▽宮崎大学医学部小児がんキャンプ実行委

員会　　　　　　　　　　　　　　　　計31団体1490万円

　東京、大阪、西部
の３事業団に集まっ
た募金は、小児がん
や難病などと闘う子
どもたちを支援する
組織や医療機関など
に贈呈した＝写真。
当年度は、全国で 31
団体に、1490 万円を
配分。第１次から第
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☆山口県アイリンピック大会☆

1600人が競技楽しむ

♦障害者福祉事業♦ ♦災害被災者救援事業♦

♦福祉団体助成事業♦
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　今期は、前年度と同じ12団
体に助成金を贈った。助成団
体（事業）は次の通り。

　あしなが育英会▽福岡、北
九州、佐賀、大分の「いのち
の電話」▽「福岡盲ろう者友
の会」▽ホームレス支援のＮ
ＰＯ法人抱樸▽山口県共同募
金会▽福岡県交通遺児を支え
る会▽九州盲導犬協会▽北九
州あゆみの会▽北九州市障害
福祉ボランティア協会

　７月に発生した九州北部豪雨災害は、
福岡県の朝倉市、東峰村や大分県日田市
などで死傷者が出て、家屋、道路などに
大きな被害が出た。多くの人々が募金を
寄せ、９月、11月、18年３月に合わせて
1711万7225円を各被災自治体や団体に寄
託した。東京、大阪と合わせた贈呈額は
約4600万円になった。
　熊本地震救援金は、３月に300万円を
熊本県に寄託、東京、大阪と合わせた贈
呈額は１億7030万円になった。
　西部社会事業団への救援金・奨学金は
以下の機関・団体に配分、贈呈した。

【東日本大震災被災者救援金】日本赤十
字社へ50万円【毎日希望奨学金】大阪社
会事業団へ200万円【熊本地震救援金】
熊本県へ300万円【九州豪雨救援金】朝
倉市へ1211万7225円▽東峰村へ300万円
▽添田町へ50万円▽大分県日田市へ100
万円▽福岡県小石原焼陶器協同組合へ50
万円　　　　　　　　　　　　　　　　
　

 　助成・援助の事業件数としては最も多
く、今期はすべてが継続事業で、計 17件。
うち名義後援のみは４件だった。

　「声の点字毎日」発行▽第 40 回毎日サマ
ースクール▽北九州精神障害者福祉会連合
会バスハイク▽第 38回脳性マヒ児のため
の母親研修キャンプ▽第 28回北九州市障
害者水泳大会▽第 42回「わたぼうし音楽
祭」▽第 52回九州地区聾学校体育・文化連
盟大分大会▽第 86回全国盲学校弁論大会
▽日本ふうせんバレーボール協会運営費助
成▽中間市手をつなぐ育成会年末もちつき
大会▽第 37回出発を励ます集い▽第 36回
北九州市障害者ボウリング大会▽北九州Ｏ
ＰＥＮ(国際車いすテニストーナメント
2018北九州 )【名義後援事業】第 15 回オ
ンキョー点字作文コンクール▽第 35 回北
九州精神障害者家族会連合会総会▽第 55
回北九州市障害者スポーツ大会▽第 36回
肢体不自由児者の美術展


